
山
鹿
素
行
の
「
聖
学
」
に
お
け
る
「
道
統
」
観
螂留

長
　
輝

　
「
古
学
」
を
唱
え
た
山
鹿
素
行
一
元
和
八
～
貞
享
二
、
一
六
二
二
～
一
六
八

五
。
以
下
、
素
行
と
略
記
一
は
、
自
ら
の
確
信
し
て
い
る
教
学
以
外
の
も
の
を

悉
く
異
端
視
す
る
。
こ
の
点
か
ら
、
彼
の
日
本
近
世
儒
学
史
に
お
け
る
位
置
は
、

日
蓮
の
鎌
倉
仏
教
史
に
占
め
る
位
置
に
相
当
す
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か

　
一
i
一

ろ
う
。

　
索
行
自
ら
は
そ
の
唱
え
る
所
の
儒
学
を
「
聖
学
」
と
呼
ぶ
。
「
聖
学
し
の
基

本
概
念
に
つ
い
て
は
、
『
山
鹿
語
類
』
「
聖
学
」
篇
に
「
聖
人
の
学
を
志
す
と
き

は
聖
人
を
師
と
す
。
」
一
広
瀬
豊
編
門
山
鹿
素
行
全
集
』
九
巻
、
一
四
五
頁
、
岩

波
書
店
。
以
下
、
同
全
集
か
ら
の
引
用
は
巻
数
と
頁
数
の
み
記
す
。
一
と
あ
る

こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
「
聖
学
」
と
は
、
「
聖
人
」
の
学
問
で
あ
る
と
同
時

　
　
　
　
　
　
け
い
け
つ

に
、
「
聖
人
」
を
圭
果
と
す
る
学
問
で
も
あ
る
。
で
は
「
聖
人
」
と
は
、
ど
の

よ
う
な
人
物
を
指
す
の
か
。
『
聖
教
要
録
』
に
、

　
　
伏
義
・
神
農
・
黄
帝
一
棄
・
舜
・
萬
・
湯
・
文
・
武
・
周
公
の
十
聖
人

　
　
は
、
一
申
略
一
万
世
其
の
沢
を
被
る
。
周
の
衰
ふ
る
に
及
ん
で
、
天
仲
尼

　
　
を
生
ず
。
一
申
略
一
孔
子
没
し
て
而
も
聖
人
の
統
殆
ど
尽
く
。
曽
子
・
子
思
一

　
　
孟
子
も
亦
企
て
望
む
べ
か
ら
ず
。
一
申
略
一
、
孟
子
没
し
て
後
に
儒
士
の
学
、

　
　
宋
に
至
る
ま
で
三
変
す
。
一
十
一
巻
、
十
四
～
十
五
頁
一

と
あ
る
。
素
行
は
、
孔
子
及
び
そ
れ
以
前
の
「
十
聖
人
」
を
最
も
賞
賛
し
、
し

か
も
㍗
聖
学
L
が
孔
子
以
降
の
曽
子
・
子
思
二
孟
子
に
至
っ
て
は
尚
正
し
く
受

け
継
が
れ
た
、
と
考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
素
行
が
い
う
「
聖
人
」
は
、

古
の
儒
学
の
「
聖
人
し
で
あ
り
、
そ
の
対
象
は
、
孟
子
ま
で
含
ま
れ
る
。

　
「
聖
人
」
が
こ
の
世
を
去
っ
て
既
に
久
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
聖
学
し
を

知
る
た
め
に
は
、
「
聖
人
」
が
残
し
た
経
典
に
拠
る
以
外
に
方
法
は
な
い
。
『
山

鹿
語
類
』
に
、
「
六
経
の
外
、
四
書
の
世
に
行
は
る
る
あ
り
て
、
以
て
夫
子
の

道
流
を
知
る
べ
し
。
各
々
聖
学
の
始
終
、
学
者
の
極
致
な
り
。
」
一
九
巻
、
二
一

四
頁
一
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
素
行
が
い
う
「
聖
学
し
の
経
典
と
は
、
「
六
経
し
一
『
詩
』

『
書
』
門
礼
』
門
楽
』
〈
散
侠
V
椚
易
』
閉
春
秋
』
一
・
η
四
書
」
一
『
大
学
』
門
論
語
』

『
中
庸
』
享
皿
子
』
一
と
い
う
儒
学
に
お
け
る
枢
要
の
書
を
指
す
こ
と
が
分
か
る
。

　
上
述
し
た
「
聖
人
し
及
び
「
聖
学
」
の
経
典
に
関
す
る
素
行
の
所
論
を
通
じ

て
、
儒
学
以
外
の
諸
教
法
は
も
と
よ
り
、
先
秦
以
降
の
儒
者
達
及
び
そ
の
学
問
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が
い
ず
れ
も
素
行
の
「
聖
学
し
の
範
嬢
か
ら
除
外
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の
「
聖

学
」
に
は
「
遭
統
」
意
識
が
存
す
る
と
窺
え
よ
う
。
「
適
統
」
と
は
、
主
と
し

て
中
国
の
上
古
か
ら
後
世
へ
と
儒
学
の
道
を
伝
え
た
聖
賢
の
系
統
を
指
す
。
本

稿
に
お
い
て
は
、
素
行
に
お
け
る
復
古
の
理
由
、
「
道
統
」
を
め
ぐ
る
朱
子
学

批
判
、
朱
子
学
批
判
の
理
論
根
拠
、
と
い
う
三
章
に
分
け
て
、
素
行
が
「
遺
統
」

観
を
通
じ
て
示
し
た
「
聖
学
」
の
真
意
を
探
究
し
た
い
。

第
一
箪
　
繋
行
に
お
け
る
復
古
の
躍
菌

　
素
行
が
周
公
・
孔
子
の
教
え
を
申
心
と
す
る
「
古
学
」
に
開
眼
し
た
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
一

寛
文
二
年
二
六
六
二
一
、
彼
が
四
十
一
歳
頃
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
、
こ
こ
に
到
達
す
る
ま
で
の
彼
の
思
想
遍
歴
は
多
彩
・
多
難
で
あ
っ
た
。

素
行
は
、
儒
学
は
い
う
に
及
ば
ず
、
老
荘
思
想
・
仏
教
・
神
遭
等
、
実
に
多
面

に
亘
っ
て
修
学
し
、
し
か
も
多
大
な
成
果
を
あ
げ
な
が
ら
、
学
問
上
の
苦
悩
や

挫
折
を
も
様
々
に
体
験
し
て
い
る
。
彼
の
回
想
録
と
も
い
う
べ
き
刊
配
所
残
筆
』

一
延
宝
三
年
、
ニ
ハ
七
五
に
完
成
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
老
荘
禅
の
作
略
は
活
達
自
由
に
候
て
、
性
心
の
作
用
天
地
一
枚
の
妙
用
高

　
　
く
明
か
成
る
様
に
被
存
候
て
、
何
事
も
本
心
自
性
の
用
所
を
以
て
仕
候
故
、

　
　
滞
る
所
無
之
、
乾
坤
打
破
仕
候
て
も
、
万
代
不
変
の
一
理
は
慢
慢
酒
落
た

　
　
る
所
無
疑
存
候
ρ
然
れ
共
今
日
日
用
事
物
の
上
に
お
い
て
は
、
更
に
合
点

　
　
不
参
候
故
、
是
れ
は
我
れ
等
不
器
用
故
に
可
有
之
候
、
今
少
し
く
合
点
仕

　
　
候
は
ば
可
参
被
存
、
彌
々
此
の
道
を
勤
め
候
。
或
は
又
日
用
事
物
の
上
の

　
　
事
は
甚
だ
軽
き
儀
、
如
何
様
に
仕
候
て
も
不
苦
儀
共
と
存
候
へ
共
、
五
倫

　
　
の
遺
に
身
を
置
き
、
臼
用
事
物
の
間
に
応
接
仕
候
へ
ば
、
左
様
に
は
不
罷

　
　
成
候
て
つ
か
へ
申
候
。
然
れ
ば
樹
下
石
上
の
住
居
、
閑
居
独
身
に
成
り
世

　
　
上
の
功
名
を
す
て
候
は
、
無
欲
清
浄
成
る
事
絶
言
語
、
妙
用
自
由
成
る
所

　
　
可
有
之
様
に
覚
え
候
に
、
天
下
国
家
四
民
事
功
の
上
に
わ
た
り
て
は
、
大

　
　
成
る
事
は
不
及
言
之
、
細
事
に
て
も
世
上
の
無
学
成
る
者
程
に
も
合
点
不

　
　
参
候
て
、
一
中
略
一
実
は
世
間
と
学
問
と
は
別
の
事
に
成
候
。
一
十
二
巻
、

　
　
五
九
四
頁
一

素
行
は
、
性
心
の
修
養
面
か
ら
い
え
ば
、
「
老
荘
禅
」
の
教
え
に
は
大
い
に
役

立
つ
と
こ
ろ
が
あ
る
半
面
、
人
倫
の
道
の
実
現
や
日
常
の
実
生
活
に
お
け
る
事

物
と
の
対
応
に
は
無
益
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
学
問
は
人
倫
の

適
の
実
現
、
日
用
事
物
の
応
接
に
寄
与
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
う
素
行
の
学
問

に
対
す
る
根
本
理
念
が
明
ら
か
に
現
れ
て
い
る
。
彼
は
こ
の
根
本
理
念
に
基
づ

い
て
、
「
老
荘
禅
」
の
三
者
を
そ
の
選
択
の
範
醇
か
ら
除
外
し
た
。

　
素
行
は
、
「
老
荘
禅
」
を
離
脱
し
た
後
、
当
時
日
本
の
儒
者
・
仏
教
の
僧
侶
に
、

世
聞
と
合
致
す
る
学
間
に
到
達
で
き
る
道
を
尋
ね
た
。
『
配
所
残
筆
』
に
、

　
　
学
問
の
至
極
と
不
被
存
候
故
、
儒
者
・
仏
者
に
右
の
所
尋
之
、
一
中
略
一

　
　
其
の
人
の
作
略
を
見
闘
申
候
に
も
、
世
間
と
は
不
合
、
皆
事
物
別
に
成
候
。

　
　
一
十
二
巻
、
五
九
四
～
五
九
五
頁
一

と
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
儒
者
」
と
は
、
当
時
の
日
本
の
儒
者
を
指
す
。
具
体

的
に
は
如
何
な
る
人
物
に
η
学
間
の
至
極
L
を
尋
ね
た
か
は
明
記
さ
れ
て
い
な

い
も
の
の
、
当
時
の
儒
学
界
の
状
況
及
び
素
行
と
林
家
と
の
関
係
か
ら
、
「
日

本
の
朱
子
学
者
」
を
指
す
と
推
測
で
き
る
。
素
行
は
、
後
年
頻
繁
に
こ
れ
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
一
3
一

儒
者
を
「
俗
学
腐
儒
」
と
非
難
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
彼
が
学
間
上
の
苦

悩
を
解
消
す
る
啓
発
を
臼
本
の
儒
者
か
ら
得
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
更
に
「
仏

者
」
に
つ
い
て
も
、
僧
侶
の
名
前
や
実
際
の
対
話
内
容
等
の
記
録
は
な
さ
れ
て
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い
な
い
も
の
の
、
後
年
の
『
山
鹿
語
類
』
に
「
称
名
専
修
し
坐
禅
参
学
す
。
尤

も
異
端
の
甚
し
き
な
り
。
」
一
九
巻
、
八
七
頁
一
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
時
代

以
来
、
民
問
か
ら
厚
い
信
仰
を
受
け
た
浄
土
宗
や
浄
土
真
宗
や
禅
宗
系
の
僧
侶

を
指
す
こ
と
が
分
か
る
。
素
行
は
、
こ
れ
ら
の
「
仏
者
」
か
ら
も
「
学
間
の
至

極
」
に
到
達
す
る
道
を
得
る
こ
と
は
叶
わ
ず
、
再
び
挫
折
し
て
し
ま
う
。

　
素
行
は
二
十
一
歳
頃
ま
で
の
修
学
時
代
に
、
既
に
両
部
神
道
や
忌
部
神
道
や

ト
部
神
道
等
を
修
習
し
、
忌
部
氏
の
嫡
流
広
田
坦
斎
か
ら
根
本
宗
源
神
道
と
忌

部
神
道
の
口
訣
を
伝
授
さ
れ
た
。
そ
れ
以
降
の
素
行
に
お
け
る
神
道
方
面
の
修

学
の
記
録
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
だ
が
、
彼
は
、
後
年
門
諦
居
童
問
』
で
、
そ

の
神
道
修
学
の
師
説
と
も
い
う
べ
き
忌
部
一
卜
部
の
神
道
を
、
聖
人
の
道
を
以

　
　
　
　
　
　
一
』
一

て
せ
ざ
る
「
俗
学
し
と
批
判
し
、
ま
た
門
配
所
残
筆
』
に
「
神
道
は
、
本
朝
の

道
に
候
へ
共
、
旧
記
不
分
明
、
事
の
端
斗
し
れ
候
て
不
全
候
。
」
一
十
二
巻
、
五

九
五
頁
一
と
述
懐
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
素
行
は
そ
の
思
想
模
索
期
の

最
中
に
、
未
だ
神
道
か
ら
、
「
学
問
の
至
極
」
に
到
達
す
る
啓
発
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
と
窺
知
で
き
る
。
以
上
の
よ
う
な
挫
折
を
経
た
素
行
は
、
『
配
所
残
筆
』
で
「
数

年
此
の
不
審
不
分
明
候
」
一
同
前
一
と
回
顧
す
る
よ
う
に
、
老
荘
・
禅
仏
・
神
道
、

い
わ
ゆ
る
儒
学
以
外
の
諸
教
法
と
当
世
の
「
俗
学
腐
儒
」
の
亜
流
的
な
見
解
と

を
、
い
ず
れ
も
「
学
問
の
至
極
」
を
求
め
る
対
象
か
ら
除
外
し
た
。

　
素
行
は
、
中
国
先
秦
以
降
の
「
後
世
の
儒
学
」
に
対
し
て
も
、
世
間
に
合
致

し
日
用
実
践
に
役
立
つ
学
問
を
求
め
た
。
し
か
し
、
『
配
所
残
筆
』
に
「
漢
・
唐
・

宋
・
明
の
学
者
の
書
を
見
候
故
合
点
不
参
候
哉
し
一
十
二
巻
、
五
九
五
頁
一
と

あ
る
よ
う
に
、
結
局
、
「
後
世
の
儒
学
」
を
も
選
択
し
え
な
か
っ
た
。
そ
の
理

由
に
つ
い
て
は
、
『
山
鹿
語
類
蜴
や
門
諦
居
童
問
』
等
の
記
述
に
よ
り
、
以
下

の
よ
う
に
推
察
で
き
る
。

H
漢
・
唐
の
儒
学
の
弊

　
漢
・
唐
代
に
隆
盛
し
た
古
典
の
字
句
の
解
釈
を
中
心
と
す
る
儒
学
は
「
漢
唐

訓
詰
学
」
と
も
称
せ
ら
れ
る
。
漢
・
唐
の
儒
学
の
弊
に
つ
い
て
、
素
行
は
笥
諦

居
童
間
』
に
「
漢
に
は
儒
学
の
輩
も
皆
老
荘
の
意
見
を
以
て
本
と
す
。
」
一
十
二

巻
、
二
六
九
頁
一
、
「
漢
唐
の
諸
儒
悉
く
泥
訓
詰
文
字
の
間
に
屈
居
す
。
一
中
略
一

悉
く
聖
学
を
以
て
老
荘
仏
氏
の
味
に
陥
る
。
」
一
同
、
二
七
〇
頁
一
と
指
摘
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
老
荘
」
の
意
見
を
以
て
古
典
の
解
釈
に
付
会
し
た

漢
の
儒
学
と
、
「
老
荘
」
以
外
に
ま
た
「
仏
氏
」
の
見
解
を
取
り
入
れ
た
唐
の

儒
学
と
が
、
い
ず
れ
も
、
索
行
が
い
う
「
学
問
の
至
極
」
と
い
う
選
択
の
範
嬢

か
ら
除
外
さ
れ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
更
に
同
諦
居
童
間
嶋
の
「
宋
明
の

諸
儒
道
学
・
心
学
の
さ
た
に
至
り
て
は
、
ま
さ
し
く
浮
屠
の
学
、
仏
祖
の
教
外

に
し
て
、
淫
声
美
食
の
人
を
ま
ど
は
す
こ
と
甚
重
な
る
に
不
異
。
こ
の
ゆ
ゑ
に

漢
唐
の
諸
儒
は
事
物
の
弊
あ
ら
ず
し
て
、
宋
明
の
諸
儒
は
皆
其
の
事
を
高
尚
に

し
、
隠
逸
を
以
て
大
倫
を
み
だ
る
に
至
れ
り
。
し
一
十
二
巻
、
二
七
三
頁
）
と
の

記
述
か
ら
す
る
と
、
素
行
に
お
い
て
は
、
学
問
に
お
け
る
日
用
実
践
性
の
欠
如

の
程
度
は
、
漢
・
唐
の
儒
学
よ
り
も
、
む
し
ろ
宋
・
明
の
儒
学
の
方
が
尚
更
深

刻
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
両
者
の
優
劣
判
断
が
な
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

口
宋
・
明
の
儒
学
の
弊

　
宋
・
明
の
儒
者
達
は
、
自
ら
は
そ
の
学
問
を
㍗
道
学
・
聖
学
・
理
学
・
心
学
・

　
一
5
一

性
学
」
等
と
自
称
し
て
い
る
。
素
行
も
こ
の
両
代
の
儒
学
を
総
称
す
る
際
に
「
理

学
」
・
㍗
心
学
し
を
多
用
し
、
ま
れ
に
「
道
学
」
を
用
い
る
。
彼
の
用
例
を
見

る
と
、
こ
れ
ら
の
呼
称
は
、
宋
・
明
の
儒
学
を
言
い
表
す
呼
称
と
し
て
の
み
用

い
ら
れ
、
こ
の
両
代
の
学
問
を
評
価
す
る
意
図
を
持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
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門
山
鹿
語
類
』
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
心
学
理
学
を
日
ふ
の
徒
は
、
切
に
虚
静
黙
識
を
専
ら
と
し
て
、
酒
然
と
し

　
　
て
氷
の
如
く
に
釈
け
凍
の
如
く
に
解
け
ん
処
を
求
め
て
、
格
物
致
知
の
功

　
　
太
だ
薄
く
、
其
の
思
太
だ
高
し
。
豊
得
て
知
る
べ
け
ん
や
。
其
の
問
機
を

　
　
融
釈
脱
落
底
に
投
ず
。
是
れ
異
端
の
悟
覚
な
り
。
其
の
日
用
、
其
の
応
接
、

　
　
其
の
判
断
し
て
事
に
処
す
る
、
其
の
四
方
に
使
す
る
、
一
も
其
の
実
を
得

　
　
べ
か
ら
ず
、
一
中
略
一
是
れ
心
学
理
学
の
蔽
な
り
。
一
九
巻
、
二
三
言
一
一

更
に
、
門
諦
居
童
問
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
程
・
朱
・
陸
・
王
と
も
に
聖
学
を
失
却
す
る
こ
と
同
事
也
。
只
だ
五
十
歩

　
　
百
歩
の
間
な
る
べ
し
。
其
の
ゆ
ゑ
は
共
に
性
心
を
丁
覚
す
る
の
工
夫
を
事

　
　
と
し
て
、
格
物
致
知
の
用
を
不
知
ゆ
ゑ
、
其
の
丁
覚
す
る
処
悉
く
異
端
の

　
　
所
指
な
り
。
一
十
二
巻
、
二
七
二
頁
一

素
行
は
、
「
心
学
し
・
㍗
理
学
」
と
呼
ば
れ
る
宋
・
明
の
儒
学
の
弊
は
持
敬
静

座
を
行
い
、
「
性
心
」
を
専
ら
に
す
る
こ
と
に
あ
る
と
し
、
こ
う
し
た
学
問
を
、

「
悟
覚
」
を
求
め
る
異
端
た
る
仏
教
と
同
様
に
、
所
詮
人
倫
の
実
現
・
日
用
の

実
践
に
役
立
つ
も
の
で
は
な
い
、
と
把
え
る
。
素
行
は
即
ち
こ
う
し
た
閥
異
意

識
に
墓
づ
い
て
、
宋
・
明
の
儒
学
ま
で
も
そ
の
選
択
の
対
象
か
ら
除
外
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　
素
行
が
諸
々
の
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
た
上
で
よ
う
や
く
辿
り
着
い
た
の
は

「
聖
学
」
で
あ
る
。
『
配
所
残
筆
㎞
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
直
に
周
公
・
孔
子
の
書
を
見
申
候
て
、
是
れ
を
手
本
に
仕
候
て
学
問
の
筋

　
　
を
正
し
可
申
存
じ
、
そ
れ
よ
り
不
一
普
一
通
に
後
世
の
書
物
を
ば
不
用
、

　
　
聖
人
の
書
迄
を
昼
夜
勘
へ
侯
て
、
初
め
て
聖
学
の
道
筋
分
明
に
得
心
仕
候

　
　
て
、
聖
学
の
の
り
を
定
め
候
。
一
十
二
巻
、
五
九
五
頁
一

素
行
は
前
述
し
た
様
々
な
学
問
上
の
苦
悩
や
挫
折
を
克
服
し
つ
つ
、
最
終
的
に

諸
々
の
教
法
の
中
か
ら
、
直
接
周
公
・
孔
子
等
の
中
国
古
聖
人
の
実
践
的
な
教

化
・
言
説
に
立
ち
返
っ
て
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
原
始
儒
学
の
真
意
を
汲
み
取
ろ

う
と
す
る
と
い
う
復
古
的
な
儒
学
を
選
択
し
た
。
学
問
の
日
用
実
践
性
を
重
視

す
る
こ
と
が
素
行
の
諸
教
法
に
対
す
る
取
捨
選
択
の
基
準
と
な
り
、
そ
の
取
捨

選
択
の
結
果
が
、
彼
の
「
遭
統
」
観
の
原
形
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
章
　
「
遺
統
」

を
め
ぐ
る
朱
子
学
批
判

　
第
一
節
　
朱
子
学
の
「
道
統
」
観

　
寛
文
六
年
二
六
六
六
一
、
門
聖
教
要
録
』
の
刊
行
に
よ
っ
て
答
め
ら
れ
た
素

行
は
、
そ
の
赤
穂
へ
の
流
罪
が
決
定
す
る
前
に
、
死
罪
を
科
せ
ら
れ
る
こ
と
を

覚
悟
し
、
遺
書
を
認
め
た
。
そ
の
中
で
、
彼
は
、
自
分
が
唱
え
る
η
聖
学
L
は

聖
人
の
道
に
合
致
す
る
学
問
で
あ
り
、
こ
れ
を
答
め
る
の
が
当
今
の
政
治
の
誤

り
だ
と
表
明
し
、
当
時
の
儒
学
・
儒
者
を
「
俗
学
腐
儒
し
と
批
判
し
て
い
る
。

こ
の
「
俗
学
腐
儒
」
の
批
判
は
、
当
時
の
儒
学
界
で
主
導
的
な
立
場
を
占
め
た

朱
子
学
、
及
び
そ
の
理
論
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
担
い
手
た
る
朱
子
学
者
に

向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
素
行
の
「
聖
学
し
に
お
け
る
朱
子
学

批
判
を
丹
念
に
検
討
す
る
と
、
彼
の
「
日
本
の
朱
子
学
」
・
「
□
口
本
の
朱
子
学

者
」
に
対
す
る
批
判
は
、
殆
ど
こ
の
「
俗
学
腐
儒
」
と
い
う
表
現
に
止
ま
っ
て

お
り
、
学
問
的
な
批
判
は
、
「
日
本
の
朱
子
学
」
の
本
源
た
る
「
申
国
の
朱
子
学
」

に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
守
本
順
一
郎
氏
は
「
こ
の
こ
と

は
、
朱
子
学
が
幕
府
公
許
の
官
学
で
あ
り
、
林
家
を
頂
点
と
す
る
朱
子
学
者
の

多
数
の
存
在
に
止
ま
ら
ず
、
素
行
自
身
林
家
に
学
ん
で
い
る
と
い
う
、
当
時
の
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イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
－
政
治
的
状
況
へ
の
、
あ
る
い
は
意
識
的
・
無
意
識
的
配
慮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
。
〇
一

が
あ
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
L
と
論
述
し
て
い
る
。
直
接
幕
府
の
逆
鱗
に

触
れ
る
こ
と
、
師
説
に
逆
ら
う
こ
と
を
避
け
な
が
ら
、
素
行
は
そ
の
批
判
の
矛

先
を
、
「
日
本
の
朱
子
学
」
の
本
源
た
る
「
中
国
の
朱
子
学
」
に
向
け
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
守
本
氏
の
論
点
は
妥
当
だ
と
い
え
る
。

　
更
に
ま
た
、
素
行
の
往
古
以
来
の
儒
学
全
般
に
関
す
る
「
道
統
」
観
も
、
彼

を
し
て
中
国
の
朱
子
学
と
対
決
せ
し
め
た
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
申
国
儒
学
史
を
回
顧
す
れ
ば
、
積
極
的
に
「
学
を
為
す
面
に
お
い
て
学
術

の
正
統
を
復
興
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
先
秦
の
儒
家
思
想
を
受
け
継
い
で
、
い
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
’
一

ゆ
る
『
道
統
の
伝
』
を
建
て
よ
う
と
企
て
た
し
の
は
宋
代
の
朱
子
学
者
で
あ
る
。

そ
の
典
型
を
示
す
の
が
、
『
朱
子
語
類
』
に
あ
る
次
の
一
文
で
あ
る
。

　
　
此
の
道
、
前
後
の
聖
賢
を
更
て
、
其
の
説
始
め
て
備
ふ
。
尭
・
舜
よ
り
以

　
　
下
、
若
し
彼
の
孔
子
生
れ
ざ
れ
ば
、
後
人
何
処
に
去
き
て
か
分
暁
を
討
め

　
　
ん
。
孔
子
の
後
、
若
し
彼
の
孟
子
無
く
ん
ば
、
未
だ
分
曉
有
ら
ざ
ら
ん
。

　
　
孟
子
の
後
数
千
載
、
乃
ち
始
め
て
程
先
生
兄
弟
を
得
て
こ
の
理
を
発
明
す
。

　
　
一
巻
九
三
賀
孫
一

朱
子
は
、
薬
・
舜
よ
り
孔
子
・
孟
子
に
至
る
ま
で
の
一
脈
と
し
て
相
伝
わ
っ
て

き
た
儒
学
の
「
道
統
」
が
孟
子
以
降
長
期
に
亘
っ
て
途
絶
え
な
が
ら
も
、
幸
い

に
本
朝
の
大
儒
程
顎
・
程
顕
兄
弟
が
登
場
し
、
そ
れ
以
来
ほ
ぼ
絶
響
と
な
っ
た

古
聖
賢
の
「
道
統
」
が
初
め
て
振
興
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
㍗
道
統
し
観
が
明
確
に
表
出
さ
れ
る
と
、
孟
子
以
降
の
先
秦
時
代
か
ら
二
程

子
一
程
顎
・
程
願
一
が
登
場
す
る
宋
代
に
か
け
て
の
長
い
歳
月
が
、
儒
学
に
と
っ

て
の
暗
黒
時
代
と
見
倣
さ
れ
、
そ
れ
故
に
こ
の
期
聞
中
に
活
躍
し
た
儒
者
や
そ

の
学
間
上
の
成
果
等
も
評
個
さ
れ
な
く
な
る
。
朱
子
の
「
道
統
し
観
は
、
彼
の

主
観
的
な
儒
学
理
解
に
よ
っ
て
成
さ
れ
た
客
観
性
の
欠
け
た
帰
結
だ
と
批
判
さ

れ
う
る
。
し
か
し
、
宋
代
の
朱
子
学
者
の
間
で
は
、
こ
う
し
た
考
え
方
が
一
般

的
通
念
と
し
て
定
着
し
て
い
た
こ
と
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
二
節
　
「
道
統
」
観
に
見
る
柴
子
学
批
判
の
構
図

　
儒
学
の
「
道
統
」
に
関
し
て
、
素
行
は
朱
子
学
の
「
道
統
」
観
と
異
な
る
見

解
を
示
し
て
い
る
。
『
山
鹿
語
類
嶋
に
、
次
の
よ
う
な
長
い
発
言
が
あ
る
。

　
　
周
衰
ふ
る
に
及
び
壊
乱
既
に
窮
ま
り
ぬ
。
天
仲
尼
を
生
じ
、
身
を
以
て
教

　
　
を
立
て
二
言
を
以
て
教
を
垂
れ
し
む
。
一
中
略
）
孔
子
没
し
て
賢
人
の
統

　
　
殆
ど
尽
く
。
曽
子
・
子
思
・
孟
子
困
循
し
来
る
と
難
も
、
夫
子
に
於
て
は

　
　
企
て
望
む
べ
か
ら
ず
。
其
の
後
、
漢
に
董
子
あ
り
、
唐
に
韓
子
あ
り
て
、

　
　
其
の
任
に
当
ら
ん
と
欲
す
と
雛
も
、
其
の
曽
子
・
子
思
二
孟
子
に
於
け
る

　
　
す
ら
口
を
同
じ
う
し
て
之
れ
を
談
ず
べ
か
ら
ず
。
其
の
間
孔
子
を
崇
め
て

　
　
儒
流
に
帰
く
の
学
者
乏
々
焉
た
る
も
、
或
は
章
句
文
詞
の
習
に
局
り
、
或

　
　
は
老
子
・
釈
氏
の
言
を
雑
へ
、
皆
意
見
に
私
し
て
猶
ほ
繋
が
ざ
る
舟
の
ご

　
　
と
く
、
天
常
人
紀
の
薬
然
と
し
て
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
な

　
　
り
。
宋
に
及
び
て
周
・
程
・
張
・
郡
の
大
儒
相
続
い
で
起
る
。
易
に
因
っ

　
　
て
太
極
を
談
じ
、
其
の
淵
源
を
尽
さ
ん
と
欲
す
る
も
、
寛
に
高
過
の
病
あ

　
　
り
て
、
日
用
と
交
渉
せ
ず
。
聖
人
の
学
此
に
至
り
て
大
い
に
変
じ
、
学
者

　
　
は
工
夫
を
立
て
て
静
座
を
尊
ら
と
し
、
天
常
人
紀
を
軽
易
し
、
未
発
已
発

　
　
の
中
、
寂
然
不
動
の
話
を
挙
げ
、
無
極
・
太
極
・
性
善
・
養
気
の
句
に
参

　
　
し
て
、
黙
識
心
通
を
欲
す
。
故
に
学
者
覚
え
ず
し
て
釈
氏
異
端
の
見
に
陥

　
　
り
、
顔
の
楽
、
鮎
に
与
す
る
の
意
を
味
ひ
来
る
。
遭
統
の
伝
、
宋
に
至
り

　
　
て
悉
く
沢
没
す
。
周
・
程
・
張
・
郡
の
儒
を
以
て
世
に
鳴
る
あ
り
て
、
其
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の
間
数
々
講
莚
に
侍
す
る
あ
り
と
難
も
、
宋
に
漢
唐
の
治
な
く
又
恢
復
の

　
　
謀
な
し
。
唯
だ
朱
元
晦
の
学
先
儒
を
圧
す
、
然
れ
ど
も
余
流
を
超
出
す
る

　
　
を
得
ず
。
若
し
元
晦
を
し
て
周
子
の
地
に
生
れ
余
流
の
染
な
か
ら
し
め
ば
、

　
　
必
ず
や
不
伝
の
統
を
承
く
べ
し
。
一
九
巻
、
二
七
一
～
二
七
三
頁
一

こ
の
一
文
で
注
目
す
べ
き
は
、
曽
子
・
子
思
二
十
皿
子
に
対
す
る
素
行
の
評
価
が

朱
子
学
の
そ
れ
よ
り
比
較
的
厳
し
い
こ
と
、
孟
子
以
降
の
い
わ
ゆ
る
後
世
の
儒

学
・
儒
者
に
対
す
る
批
判
に
至
っ
て
は
、
漢
・
唐
よ
り
も
、
む
し
ろ
宋
の
ほ
う

が
激
し
く
非
難
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
朱
子
に
先
行
す
る
儒
者
周
敦
願
・

程
顎
・
程
願
・
張
載
・
郡
薙
等
に
比
べ
れ
ば
、
素
行
は
朱
子
個
人
を
比
較
的
高

く
評
個
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
朱
子
が
先
学
の
枠
組
み
を
超
出
し
え
ず
、

η
余
流
の
染
」
を
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
嘆
き
惜
し
ん
で
い
る
。
こ
こ
に

至
っ
て
、
儒
学
的
正
統
意
識
に
基
づ
い
て
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
中
国
の
「
後

世
の
儒
学
」
、
殊
に
朱
子
学
の
「
道
統
」
観
を
否
定
す
る
素
行
の
論
理
の
構
図

が
明
白
に
現
れ
て
く
る
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
素
行
の
「
聖
学
」
に
は
濃
厚
な
復
古
意
識
が
存
し
て
い

る
。
も
し
、
思
想
史
上
の
「
古
代
復
帰
」
を
文
化
的
な
運
動
様
式
の
一
つ
と
見

倣
し
う
る
な
ら
ば
、
「
聖
人
」
が
生
き
て
い
た
古
き
良
き
時
代
を
理
想
と
し
、
「
聖

人
」
の
知
恵
・
徳
行
を
崇
め
、
「
聖
人
」
が
立
て
た
教
化
を
圭
泉
と
し
て
奉
ず
る
、

と
い
う
こ
と
は
、
こ
う
し
た
文
化
的
運
動
に
共
通
し
て
い
る
傾
向
と
い
え
よ
う
。

前
述
の
仮
説
が
是
認
さ
れ
う
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
今
一
つ
の
思
想
的
傾
向
を
そ

こ
か
ら
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
「
古
代
復
帰
し
と
い
う
文
化
的
運

動
の
推
進
過
程
に
お
い
て
は
、
常
に
古
代
以
降
の
単
数
か
複
数
の
申
問
的
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
呂
一

へ
の
否
定
を
媒
介
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
素
行
の
「
聖

学
」
に
お
け
る
「
道
統
」
観
は
、
先
秦
以
降
登
場
し
て
き
た
諸
々
の
「
後
世
の

儒
学
L
、
特
に
宋
代
の
朱
子
学
と
い
う
申
間
的
存
在
へ
の
否
定
を
媒
介
と
し
て

成
立
の
域
に
辿
り
着
い
た
と
い
え
る
。
こ
の
場
合
、
素
行
の
「
道
統
」
観
は
朱

子
学
の
そ
れ
と
同
様
に
、
客
観
性
の
欠
け
た
自
画
禽
賛
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に

過
ぎ
な
い
と
の
批
判
が
直
ち
に
想
起
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が

堅
固
な
学
問
的
理
念
に
ま
で
昇
華
す
る
と
、
そ
の
主
張
の
中
に
は
率
直
に
自
己

の
信
念
が
多
く
語
ら
れ
る
。
素
行
の
「
道
統
」
観
及
び
そ
こ
か
ら
派
生
し
て
き

た
彼
の
朱
子
学
批
判
に
お
い
て
も
、
こ
の
こ
と
は
端
的
に
表
れ
て
い
る
。

第
三
章
　
朱
子
学
批
判
の
理
論
根
拠

　
第
一
節
「
理
気
」
説

　
『
山
鹿
語
類
』
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
学
者
一
朱
子
学
者
を
指
す
一
自
己
の
性
を
以
て
天
地
同
体
の
全
と
為
し
、

　
　
未
発
已
発
の
問
を
味
ひ
て
其
の
心
性
を
知
ら
ん
と
欲
し
、
甚
だ
高
尚
の
話

　
　
頭
と
為
し
来
れ
り
。
聖
学
異
端
に
陥
溺
し
、
後
儒
日
用
の
放
を
閥
く
底
、

　
　
悉
く
這
箇
の
失
却
に
因
れ
り
。
一
十
巻
、
二
五
三
頁
一

素
行
は
、
朱
子
学
の
「
性
」
を
嗜
む
失
が
、
「
聖
学
し
を
異
端
の
学
に
陥
ら
せ
、

学
問
を
し
て
日
用
の
敬
を
閥
如
せ
し
め
る
根
本
原
因
だ
と
考
え
て
い
る
。
し
か

し
、
素
行
も
人
問
の
本
性
に
関
し
て
多
く
論
述
し
て
い
る
。
問
題
は
、
彼
が
「
性
し

そ
の
も
の
を
ど
う
把
え
る
か
に
あ
る
。
こ
れ
を
論
ず
る
前
に
、
ま
ず
そ
の
基
礎

づ
け
で
あ
る
「
理
気
」
説
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　
朱
子
学
で
は
、
「
理
気
」
説
を
用
い
て
「
性
」
を
論
究
す
る
。
「
理
気
」
説
と

は
、
老
子
・
荘
子
の
虚
無
・
悟
淡
・
無
為
の
説
と
陰
陽
家
の
太
極
・
気
・
陰

陽
・
五
行
等
の
伝
統
的
な
概
念
を
用
い
、
更
に
仏
教
教
学
に
お
け
る
「
事
は
相
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対
・
差
別
の
現
象
L
、
「
理
は
絶
対
・
平
等
の
真
理
」
と
い
う
「
事
理
」
の
概
念

を
取
り
入
れ
て
、
儒
家
の
立
場
か
ら
体
系
化
し
た
朱
子
学
の
基
礎
理
論
を
い
う
。

『
朱
子
語
類
』
に
は
、
「
理
し
・
「
気
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
未
だ
天
地
有
ら
ざ
る
の
先
、
畢
寛
是
れ
先
に
此
の
理
有
り
。
動
じ
て
陽
を

　
　
生
ず
る
も
、
亦
只
だ
是
れ
理
な
り
。
静
ま
り
て
陰
を
生
ず
る
も
、
亦
只
だ

　
　
是
れ
理
な
り
。
一
巻
一
　
淳
）

　
　
凡
そ
人
の
能
く
言
語
・
動
作
・
思
慮
・
営
為
す
る
は
皆
気
な
り
。
而
し
て

　
　
理
焉
れ
に
存
す
。
故
に
発
し
て
孝
・
弟
・
忠
・
信
・
仁
・
義
・
礼
・
智
と

　
　
為
る
は
皆
理
な
り
。
一
巻
四
　
燗
一

「
理
」
と
「
気
」
を
二
元
的
に
把
握
し
、
そ
こ
か
ら
宇
宙
生
成
論
や
遭
徳
論
等

を
展
開
す
る
点
は
、
朱
子
学
の
「
理
気
説
し
の
特
徴
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
う
し
た
「
理
気
説
し
が
ま
た
「
理
気
二
元
説
」
と
も
称
せ
ら
れ
る
。

　
『
山
鹿
語
類
』
に
「
性
は
理
気
相
合
の
妙
用
な
り
し
一
十
巻
、
一
八
八
頁
一

と
あ
る
よ
う
に
、
素
行
は
「
性
」
を
論
ず
る
際
に
も
、
「
理
気
」
の
二
字
を
使

用
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
素
行
の
「
理
」
・
「
気
」
に
対
す
る
基
本
的
把
握

は
朱
子
学
の
そ
れ
と
異
な
る
。

　
朱
子
学
の
「
理
気
二
元
説
」
に
よ
る
と
、
宇
宙
は
「
理
」
・
「
気
」
か
ら
構

成
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
の
「
理
」
は
、
「
形
而
上
し
の
も
の
、
即
ち
形
象
や
形

質
を
超
え
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
気
し
は
、
「
形
而
下
し
の
も
の
、
漂
っ

て
い
る
ガ
ス
状
の
物
質
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
現
象
と
し
て
生
起
し
存

在
す
る
宇
宙
は
、
「
気
」
だ
け
を
構
成
要
素
と
す
る
物
質
的
世
界
と
し
て
も
把

え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
天
地
万
物
の
生
成
は
、
基
本
的
に
は
㍗
気
L
の
活

動
に
よ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
気
」
は
働
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
働
き
に
よ
っ
て
、

天
地
万
物
が
生
れ
る
。
天
地
万
物
を
構
成
す
る
「
気
し
の
活
動
は
、
何
も
の
に

も
よ
ら
ず
に
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
必
ず
「
気
」
そ
れ
自
体
に
先
行
す
る
も

の
と
し
て
の
「
理
」
に
従
う
。
「
理
」
も
ま
た
別
の
一
物
で
は
な
く
、
必
ず
「
気
」

の
中
に
舎
寓
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
磐
言
す
れ
ば
、
「
理
」
・
「
気
し
両
者
の
聞

に
は
、
確
か
に
「
理
先
気
後
」
と
い
う
関
係
が
あ
る
が
、
現
象
と
し
て
生
起
す

る
天
地
万
物
に
即
し
て
い
え
ば
、
両
者
が
共
に
諸
物
の
中
に
内
在
し
て
い
る
。

「
理
し
は
、
「
気
し
に
そ
の
活
動
方
式
の
根
本
理
法
を
与
え
る
と
同
時
に
、
「
気
し

の
働
き
に
よ
っ
て
生
成
す
る
諸
物
の
存
在
根
拠
に
も
な
る
。
故
に
、
働
く
も
の

で
あ
る
「
気
し
に
と
っ
て
は
、
「
理
」
は
「
気
」
を
し
て
斯
く
の
如
く
働
か
し

め
る
も
の
で
あ
り
、
「
気
」
の
所
産
で
あ
る
諸
物
に
と
っ
て
、
「
理
」
は
、
そ
れ

ら
の
究
極
的
根
源
に
他
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
次
の
よ

う
に
朱
子
学
で
い
う
「
理
し
と
「
気
し
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、

「
理
」
は
、
「
形
而
上
」
の
適
、
天
地
万
物
の
究
極
的
根
源
で
あ
る
と
共
に
、
「
理
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二

そ
れ
自
体
が
既
に
絶
対
善
或
い
は
「
自
明
の
も
の
と
し
て
定
置
さ
れ
て
い
る
」
。

物
は
「
気
」
の
所
産
で
あ
り
、
「
理
」
は
ま
た
「
気
」
の
中
に
の
み
存
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
物
に
は
こ
の
「
理
」
か
ら
稟
受
さ
れ
た
部
分
が
あ
る
と
同
時
に
、

こ
の
「
気
」
か
ら
稟
受
さ
れ
た
部
分
も
あ
る
。
「
理
し
・
η
気
」
両
者
を
分
け

て
い
え
ば
、
前
者
は
根
源
的
・
絶
対
善
な
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
「
二
五
の

気
、
清
濁
純
駁
あ
り
。
」
一
『
朱
子
語
類
』
巻
四
　
欄
）
と
あ
る
よ
う
に
、
事
物

の
差
別
相
を
生
ぜ
し
め
る
陰
陽
・
五
行
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
門
山

鹿
語
類
』
に
、

　
　
陰
陽
は
理
な
り
、
五
行
は
気
な
り
。
一
千
巻
、
一
九
六
頁
一

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
素
行
は
、
「
理
し
を
「
陰
陽
」
に
、
「
気
」
を
「
五
行
」

と
し
て
把
握
し
て
い
る
。
前
述
し
た
朱
子
学
の
二
元
的
な
把
え
方
に
対
し
て
い

え
ば
、
素
行
の
「
理
」
い
「
陰
陽
」
、
「
気
」
H
「
五
行
」
と
の
把
え
方
は
、
〈
気
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二
兀
〉
と
称
せ
ら
れ
よ
う
。
彼
の
「
理
」
・
「
気
」
に
対
す
る
基
本
的
把
握
の

仕
方
に
は
次
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

H
「
理
気
」
一
陰
陽
・
五
行
一
乃
至
「
理
気
相
合
」
は
、
昏
明
・
清
濁
・
厚
薄

　
等
の
差
別
相
、
つ
ま
り
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
生
ぜ
し
め
る
間
断
な
き
働
き
に

　
過
ぎ
な
い
。

○
朱
子
学
で
考
え
ら
れ
て
い
る
、
事
物
に
存
在
の
理
由
・
価
値
・
根
拠
を
与
え
、

　
し
か
も
絶
対
性
・
純
粋
性
・
同
一
性
を
持
つ
究
極
的
な
「
理
し
の
存
在
を
、

　
素
行
は
認
め
な
い
。

　
第
二
節
　
「
性
」
論

　
朱
子
学
で
は
、
人
間
の
本
性
に
関
す
る
議
論
が
多
く
語
ら
れ
て
い
る
。
『
朱

子
語
類
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
性
は
即
ち
理
な
り
。
当
然
の
理
に
し
て
善
な
ら
ざ
る
者
は
有
る
無
し
。
故

　
　
に
孟
子
の
性
を
言
ふ
は
、
性
の
本
を
指
し
て
一
言
ふ
。
一
巻
四
　
砥
一

　
　
天
地
の
閥
、
只
だ
是
れ
一
箇
の
道
理
の
み
。
性
は
便
ち
是
れ
理
な
り
。
人

　
　
の
善
有
り
、
善
な
ら
ざ
る
有
る
所
以
は
、
只
だ
気
質
の
稟
く
る
所
、
お
の

　
　
お
の
清
濁
有
る
に
縁
れ
り
。
一
同
　
去
偽
一

　
　
伊
川
日
は
く
、
孟
子
の
言
ふ
「
性
は
善
な
り
」
は
、
極
本
窮
源
の
性
な
り
。

　
　
孔
子
の
言
ふ
「
性
は
相
近
し
」
は
、
気
質
の
性
な
り
。
一
同
　
浩
）

「
理
気
二
元
説
」
に
基
づ
い
た
朱
子
学
の
「
性
」
論
に
お
け
る
根
本
命
題
は
「
性

即
理
」
で
あ
る
。
程
願
や
朱
子
等
の
学
者
は
そ
の
立
論
の
根
拠
を
『
孟
子
鳴
の

　
　
　
　
一
㎜
一

「
性
善
説
」
に
求
め
た
。
同
時
に
、
こ
の
本
来
善
な
る
「
性
」
を
、
判
中
庸
㎏

の
「
天
の
命
、
之
れ
を
性
と
謂
ふ
。
」
一
第
一
章
一
と
い
う
説
に
当
て
嵌
め
、
そ

し
て
『
朱
子
語
類
』
に
「
天
命
の
性
、
も
と
も
と
は
未
だ
嘗
て
偏
ら
ず
。
但
し

気
質
の
稟
く
る
所
は
却
て
偏
る
処
有
り
。
し
一
巻
四
　
螢
一
と
あ
る
よ
う
に
、
「
性
」

を
、
「
天
命
の
性
し
と
「
気
質
の
性
」
に
分
類
し
て
論
述
し
て
い
る
。
絶
対
善

な
る
「
理
」
の
存
在
を
認
め
た
以
上
、
朱
子
学
者
達
が
行
っ
て
い
た
こ
の
一
連

の
「
性
し
論
の
展
開
や
帰
着
は
、
当
然
な
こ
と
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

即
ち
、
天
が
命
令
を
下
す
と
い
う
形
で
人
間
に
賦
与
し
た
性
一
「
天
命
の
性
」
一

は
全
く
善
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
天
命
の
性
」
と
「
気
質
の
性
」
と
の
間
に
は
、

「
天
命
の
性
、
若
し
気
質
の
性
無
く
ん
ば
、
却
て
安
頓
す
る
処
無
し
。
且
つ
猶

ほ
一
勺
の
水
が
如
し
、
物
有
り
て
之
れ
を
盛
る
に
非
ざ
れ
ば
、
水
帰
着
す
る
と

こ
ろ
無
き
な
り
。
」
一
巻
四
　
賀
孫
）
、
「
性
只
だ
是
れ
理
な
り
。
気
質
の
性
も
亦

た
只
だ
這
の
裏
よ
り
出
る
。
若
し
這
の
裏
よ
り
出
ざ
れ
ば
、
何
の
帰
着
有
ら
ん

や
。
」
一
巻
四
　
人
傑
一
と
い
う
相
即
不
離
の
関
係
が
あ
り
な
が
ら
、
一
方
、
両

者
問
に
は
ま
た
分
際
が
極
め
て
分
明
な
る
「
道
」
・
「
器
」
の
関
係
も
存
し
て

い
る
。
こ
れ
は
、
「
性
」
を
論
ず
る
際
、
「
理
」
・
「
気
し
の
二
元
的
な
論
法
と

同
様
に
、
人
間
の
「
性
し
を
「
天
命
の
性
」
と
「
気
質
の
性
」
に
分
類
し
な
が

ら
、
両
者
聞
に
あ
る
不
離
・
峻
別
の
両
側
面
を
同
時
に
考
究
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、

と
い
う
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

　
素
行
は
、
程
願
が
説
い
た
「
性
を
論
じ
て
気
を
論
ぜ
ざ
れ
ば
備
わ
ら
ず
、
気

を
論
じ
て
性
を
論
ぜ
ざ
れ
ば
明
か
な
ら
ず
、
之
れ
を
二
っ
に
す
る
は
是
な
ら

ず
。
」
一
『
朱
子
語
類
』
巻
四
　
賀
孫
一
と
の
理
気
相
離
れ
ざ
る
見
解
を
そ
の
ま

ま
受
け
継
い
だ
。
だ
が
、
絶
対
善
な
る
「
理
」
の
存
在
を
認
め
な
い
以
上
、
素

行
の
η
性
L
を
論
究
す
る
際
の
姿
勢
は
自
ず
か
ら
朱
子
学
の
そ
れ
と
異
な
っ
て

く
る
。
門
山
鹿
語
類
』
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
往
古
の
聖
人
只
だ
性
心
を
謂
ひ
て
天
命
・
気
質
の
差
を
別
た
ず
。
一
十
巻
、

　
　
二
二
二
頁
一
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人
の
性
は
只
だ
性
な
り
、
其
の
本
を
推
せ
ば
便
ち
天
の
命
人
を
し
て
此
の

　
　
理
気
の
妙
用
圭
果
受
せ
し
む
る
な
り
。
気
質
の
性
と
謂
ふ
と
き
は
、
須
ら

　
　
く
天
命
の
性
を
論
ず
べ
し
、
故
に
唯
だ
性
と
日
ふ
の
み
。
天
命
・
気
質
を

　
　
論
じ
来
る
も
、
更
に
聖
学
に
功
な
く
紛
擾
の
説
を
起
す
に
足
れ
り
。
一
同
、

　
　
二
四
〇
頁
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
素
行
が
人
問
の
本
性
を
論
究
す
る
場
合
、
「
性
」
を
「
天
命

の
性
」
と
「
気
質
の
性
し
に
分
け
て
論
ず
る
と
い
う
朱
子
学
の
姿
勢
と
根
本
的

に
対
立
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
素
行
が
全
く
「
天
命
の
性
」
を

い
わ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
門
山
鹿
語
類
』
に
「
気
質
の
性
は
是
れ
『
天
命
之

れ
を
性
と
謂
ふ
』
も
の
な
り
。
此
の
間
髪
を
容
れ
ず
。
」
一
十
巻
、
二
二
九
頁
一

と
明
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
彼
が
い
う
「
天
命
の
性
」
は
と
り
も
な
お
さ
ず
「
気

質
の
性
」
で
あ
る
。
「
理
」
・
η
気
L
を
把
握
す
る
段
階
に
お
い
て
、
素
行
は

既
に
絶
対
善
な
る
「
理
」
を
捨
象
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
絶
対
善
な
る
「
理
」

に
起
源
す
る
「
本
然
の
性
」
を
、
素
行
は
認
め
て
い
な
い
。

　
素
行
は
、
朱
子
学
で
い
う
絶
対
善
な
る
「
本
然
の
性
」
の
存
在
を
認
め
な
い

ど
こ
ろ
か
、
そ
れ
を
論
ず
る
こ
と
自
体
、
「
殆
ど
異
端
の
教
に
差
わ
ず
し
一
十
巻
、

一
九
〇
頁
）
と
、
朱
子
学
の
「
性
」
論
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
堀
米
庸
三

氏
は
「
あ
ら
ゆ
る
正
統
と
異
端
と
の
問
題
の
出
発
点
に
は
、
預
言
者
な
い
し
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
H
一

祖
の
言
葉
H
啓
示
が
、
正
統
の
根
本
的
テ
ー
ゼ
と
し
て
必
要
で
あ
る
。
」
と
指

摘
し
て
い
る
。
素
行
が
自
ら
の
正
統
性
を
論
ず
る
根
拠
は
、
門
聖
教
要
録
』
に

示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
学
者
性
善
を
嗜
ん
で
、
寛
に
心
学
・
理
学
の
説
あ
り
。
人
人
賦
す
る
所
の

　
　
性
、
初
は
相
近
し
、
気
質
の
習
に
因
っ
て
相
遠
ざ
か
る
。
宋
明
の
学
者
異

　
　
端
に
陥
る
の
失
、
唯
だ
這
の
裏
に
あ
り
。
一
十
一
巻
、
二
八
頁
一

素
行
の
「
性
」
論
に
と
っ
て
、
孔
子
の
「
性
相
近
也
、
習
相
遠
也
。
」
一
門
論
語
』

「
陽
貨
篇
」
一
と
の
発
言
が
正
に
最
上
至
極
の
「
啓
示
」
に
他
な
ら
な
い
。
と

こ
ろ
が
、
彼
が
「
性
」
の
本
質
を
論
述
す
る
際
、
大
い
に
朱
子
学
、
特
に
朱
子

個
人
の
文
章
表
現
を
援
用
し
た
こ
と
は
、
前
田
勉
氏
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
た
と

　
　
　
　
一
旧
一

こ
ろ
で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
素
行
の
η
性
L
論
の
特
質
を

検
討
し
て
み
た
い
。

　
門
山
鹿
語
類
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

①
理
気
妙
合
し
て
生
々
無
息
底
に
し
て
能
く
感
通
知
識
す
る
者
あ
り
、
是
れ
を

　
性
と
謂
ふ
。
一
十
巻
、
一
八
七
頁
一

②
理
気
交
感
し
て
其
の
妙
用
あ
る
、
之
れ
を
性
と
謂
ふ
。
性
は
生
々
息
む
こ
と

　
な
く
、
感
通
知
識
底
の
み
。
一
同
、
二
〇
〇
頁
一

③
性
は
理
気
梱
合
の
妙
用
、
只
だ
感
通
知
識
す
る
の
み
。
一
同
、
二
二
五
頁
一

④
性
は
虚
霊
に
し
て
感
通
知
識
の
み
。
一
同
、
一
九
八
頁
一

以
上
に
あ
げ
た
四
者
を
、
生
成
と
機
能
と
の
二
面
か
ら
検
討
す
る
こ
と
が
で
き

る
。H
生
成
の
面
か
ら

　
素
行
は
「
理
気
妙
合
」
・
「
理
気
交
感
」
・
「
理
気
相
合
」
の
三
者
に
よ
り
、

「
性
」
の
生
成
す
る
所
以
を
論
述
し
て
い
る
。
本
章
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、

素
行
が
考
え
る
㍗
理
し
・
η
気
L
は
、
単
な
る
「
陰
陽
」
・
「
五
行
」
の
こ
と

に
過
ぎ
ず
、
醤
言
す
れ
ば
朱
子
学
で
い
う
絶
対
善
な
る
「
理
」
が
介
在
す
る
余

地
の
な
い
く
気
二
兀
V
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
理
気
」
一
陰
陽
・
五

行
）
は
た
だ
間
断
な
く
交
感
・
凝
結
・
生
聚
を
行
い
つ
つ
、
そ
う
す
る
う
ち
に
、

あ
る
種
の
「
妙
用
」
が
自
ず
か
ら
生
じ
て
く
る
。
人
間
の
「
性
」
は
、
「
理
気
し

（
陰
陽
・
五
行
一
の
「
妙
合
」
・
「
交
感
」
・
「
相
合
」
の
所
産
で
あ
る
か
ら
、
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こ
う
し
た
神
妙
な
働
き
も
菌
ず
か
ら
人
聞
の
内
に
は
存
し
て
い
る
。
こ
れ
は
即

ち
人
閥
の
「
性
」
で
あ
る
。

口
機
能
の
面
か
ら

　
「
生
々
無
息
し
・
㍗
虚
霊
」
・
「
感
通
知
識
」
の
三
者
は
、
素
行
が
機
能
の

面
か
ら
「
性
」
を
論
究
す
る
際
の
根
本
論
旨
で
あ
る
。
申
で
も
「
虚
霊
し
と
「
感

通
知
識
し
に
は
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
『
大
学
』
の
初
句
に
お
け
る
「
明
徳
」

に
つ
い
て
、
朱
子
は
次
の
よ
う
に
注
解
す
る
。

　
　
明
徳
は
人
の
天
に
得
る
所
に
し
て
、
虚
霊
不
昧
、
以
て
衆
理
を
具
え
て
万

　
　
事
に
応
ず
る
者
な
り
。
但
し
気
稟
の
拘
す
る
所
、
人
欲
の
蔽
う
所
と
な
れ

　
　
ば
、
時
有
っ
て
昏
し
。
然
れ
ど
も
其
の
本
体
の
明
は
未
だ
嘗
て
息
ま
ざ
る

　
　
者
あ
り
。
故
に
学
者
当
に
其
の
発
す
る
所
に
因
り
て
遂
に
之
れ
を
明
ら
か

　
　
に
し
、
以
て
其
の
初
め
に
復
る
べ
し
。
一
『
四
書
集
註
』
㍗
大
学
章
句
し

朱
子
は
、
「
明
徳
」
を
絶
対
善
な
る
「
本
然
の
性
」
と
見
微
す
が
故
に
、
「
本
然

の
性
」
の
同
義
語
た
る
「
明
徳
」
を
、
究
極
的
な
も
の
、
可
能
的
に
優
れ
た
働

き
を
持
つ
「
虚
霊
不
昧
し
な
る
も
の
、
諾
々
の
理
を
具
足
し
て
全
て
の
事
物
に

対
応
し
う
る
も
の
と
し
て
定
置
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
素
行
は
門
山
鹿
語
類
』

で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
性
は
虚
霊
に
し
て
感
通
知
識
の
み
。
一
中
略
）
性
は
衆
理
を
具
へ
ざ
れ
ば

　
　
な
り
。
只
だ
感
通
知
識
の
理
に
楡
る
な
り
。
一
十
巻
、
一
九
八
頁
）

素
行
は
、
「
性
」
を
「
虚
霊
」
と
い
う
単
な
る
可
能
的
な
優
れ
た
働
き
、
「
感
通

知
識
」
と
い
う
事
物
の
対
応
・
認
識
に
用
い
ら
れ
る
基
本
能
力
と
把
握
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
、
朱
子
が
い
う
「
虚
霊
不
昧
」
に
お
け
る
「
不
味
」
及
び
「
具
衆

理
而
応
万
事
者
也
」
に
お
け
る
「
具
衆
理
」
の
部
分
を
捨
象
し
て
し
ま
っ
た
。

　
以
上
を
通
じ
て
、
素
行
が
生
成
と
機
能
と
の
二
面
か
ら
展
開
し
た
「
性
」
論

に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
朱
子
学
の
「
性
即
理
」
と
い
う
道
徳
論
、

「
復
性
」
と
い
う
実
践
論
の
基
本
を
な
す
絶
対
善
な
る
「
本
然
の
性
」
の
否
定

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
出
せ
る
。
こ
う
し
た
見
地
に
基
づ
い
て
、
素
行
は

『
山
鹿
語
類
』
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
人
の
性
は
是
れ
天
命
な
り
。
天
地
の
命
は
唯
だ
生
々
息
む
こ
と
な
く
、
善

　
　
悪
を
以
て
論
ず
べ
か
ら
ず
。
一
中
略
）
性
は
唯
だ
感
通
知
識
す
る
の
み
。

　
　
其
の
本
然
は
善
を
以
て
名
づ
く
べ
き
な
く
、
其
の
発
し
て
節
に
中
る
は
皆

　
　
善
な
り
。
一
十
巻
、
二
〇
二
頁
）

人
間
は
誰
も
が
生
れ
つ
き
の
「
性
」
一
「
天
命
の
性
し
を
有
す
る
と
い
う
前
提

に
関
し
て
は
、
素
行
も
同
意
見
で
あ
る
。
し
か
し
、
素
行
が
い
う
「
性
」
は
、

遺
徳
的
善
悪
に
係
わ
り
な
く
、
単
な
る
「
感
通
知
識
」
と
呼
ば
れ
る
、
一
種
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
犯
一

絶
え
ず
可
能
的
に
働
く
知
的
機
能
を
指
す
。

　
人
間
の
「
性
」
1
1
「
感
通
知
識
」
の
能
力
に
は
、
元
来
「
本
能
的
な
衝
動
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
“
一

低
級
な
感
性
的
知
覚
作
用
か
ら
、
高
級
霊
妙
な
精
神
活
動
に
至
る
ま
で
」
全
部

含
ま
れ
る
。
本
能
的
な
衝
動
や
一
般
の
感
性
的
知
覚
作
用
は
、
人
間
で
あ
る
限

り
誰
も
が
持
っ
て
お
り
、
し
か
も
殆
ど
個
人
差
が
な
い
。
し
か
し
、
「
高
級
霊

妙
な
精
神
活
動
」
、
具
体
的
に
い
え
ば
、
人
聞
の
思
惟
能
力
・
知
る
能
力
は
、

人
に
よ
っ
て
く
よ
し
あ
し
V
と
い
う
個
人
差
が
存
す
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、

素
行
は
『
山
鹿
語
類
』
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　
理
気
の
妙
合
は
天
焉
れ
を
賦
与
せ
し
む
、
其
の
厚
薄
清
濁
は
作
為
す
べ
か

　
　
ら
ず
。
然
し
て
人
は
理
に
厚
し
、
故
に
人
の
気
質
を
稟
く
。
物
は
気
に
厚

　
　
し
、
故
に
物
の
気
質
を
稟
く
。
其
の
因
る
所
此
の
如
く
、
其
の
性
の
感
通

　
　
知
識
す
る
所
亦
然
り
。
是
れ
人
の
教
に
因
っ
て
遣
を
修
し
、
道
を
修
し
て

　
　
性
に
率
ふ
所
以
な
り
。
其
の
問
人
に
も
亦
気
に
厚
き
あ
り
、
又
理
に
厚
き
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の
至
り
な
る
あ
り
、
是
れ
上
智
と
下
愚
と
移
ら
ざ
る
の
謂
な
り
。
一
中
略
一

　
　
凡
そ
人
の
気
質
は
多
く
是
れ
中
人
の
質
な
り
。
中
人
は
教
習
に
因
っ
て
寛

　
　
に
善
不
善
を
遂
ぐ
、
是
気
質
を
変
ず
る
な
り
。
一
十
巻
、
二
四
〇
～
二
四

　
　
一
頁
一

人
問
は
誰
も
が
天
か
ら
賦
与
さ
れ
た
「
性
」
H
「
感
通
知
識
」
の
能
力
を
持
ち

な
が
ら
も
、
個
々
人
が
持
っ
て
い
る
「
感
通
知
識
」
の
能
力
の
〈
よ
し
あ
し
〉

は
、
ま
た
そ
の
人
の
稟
受
し
た
「
理
気
」
の
度
合
い
に
よ
っ
て
違
う
。
世
の
中

に
上
智
の
人
も
い
れ
ば
、
中
人
・
下
愚
の
人
も
い
る
。
け
れ
ど
も
、
一
般
の
人
々

は
大
抵
中
等
の
素
質
1
－
「
感
通
知
識
し
の
能
力
を
持
ち
、
そ
の
道
徳
的
善
不
善

は
、
全
く
当
人
の
受
け
た
教
習
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
素

行
の
「
性
」
論
に
お
け
る
今
一
っ
の
側
面
、
及
び
「
性
」
そ
れ
自
体
よ
り
更
に

重
要
な
主
張
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
人
問
は
普
遍
的
に
「
性
」

引
「
感
通
知
識
」
の
能
力
を
具
し
て
い
る
が
、
個
々
人
が
有
す
る
「
感
通
知
識
」

の
能
力
の
〈
よ
し
あ
し
〉
は
ま
た
個
別
的
な
も
の
で
あ
る
。
人
問
の
道
徳
的
善

不
善
は
、
天
賦
の
「
性
」
に
よ
っ
て
で
な
く
、
後
天
の
教
習
に
よ
っ
て
決
め
ら

れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
「
性
」
の
本
質
は
道
徳
的
善
悪
と
関
わ
り
の
な
い
「
感

通
知
識
」
の
能
力
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
後
天
の
教
習
に
よ
っ
て
善
・
悪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
旧
一

の
ど
ち
ら
の
方
向
へ
で
も
導
か
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。
門
山
鹿
語
類
』
に
、

　
　
天
命
本
然
の
善
を
認
得
せ
ず
、
聖
人
の
教
に
因
っ
て
聖
人
の
的
に
志
す
と

　
　
き
は
、
性
善
を
言
は
ず
し
て
人
々
皆
天
地
の
生
々
已
む
な
き
に
同
ず
べ
し
。

　
　
一
十
巻
、
二
二
八
頁
一

　
　
学
の
標
的
は
意
見
を
以
て
準
拠
と
す
べ
か
ら
ず
、
道
統
聖
人
を
以
て
標
的

　
　
と
為
す
。
一
中
略
一
己
れ
が
性
を
以
て
標
的
と
為
さ
ず
、
聖
人
の
道
を
以

　
　
て
学
的
と
為
す
に
在
り
。
一
同
、
二
〇
三
～
二
〇
四
頁
一

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
素
行
は
、
朱
子
学
の
、
人
間
の
自
力
に
よ
る
自
己
完

成
の
本
源
が
我
が
内
部
に
本
来
具
足
し
て
い
る
善
性
に
あ
る
と
い
う
道
徳
論
・

実
践
論
を
否
定
す
る
一
方
、
自
己
の
外
部
に
位
す
る
「
聖
人
」
を
模
範
と
し
、

そ
の
教
え
に
依
拠
し
っ
っ
修
習
し
て
い
け
ば
、
可
塑
性
を
有
す
る
人
間
の
「
性
」

が
磨
か
れ
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
人
間
の
行
為
実
践
は
初
め
て
道
徳
的
要
求
に

叶
う
と
強
調
し
て
い
る
。

結
語

　
素
行
の
「
聖
学
」
に
お
け
る
復
古
の
理
由
は
、
学
間
が
世
問
と
合
致
し
、
人

倫
の
実
現
・
日
用
の
実
践
に
役
⊥
↓
た
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
の
根
本
理
念
に
あ
る
。

こ
う
し
た
根
本
理
念
れ
に
基
づ
い
て
、
素
行
は
、
様
々
な
思
想
遍
歴
上
の
挫
折

を
克
服
し
た
上
で
、
よ
う
や
く
儒
学
・
仏
教
・
老
荘
思
想
・
神
道
等
の
諸
教
法

の
中
か
ら
、
古
儒
学
を
選
択
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
聖
学
」
と
い
う
思
想
体
系

を
構
築
し
、
そ
の
「
遭
統
し
観
を
確
立
す
る
に
至
っ
た
。
素
行
の
「
聖
学
し
に

お
け
る
「
道
統
」
観
は
、
朱
子
学
の
否
定
を
媒
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
自
身

の
学
問
の
正
統
性
を
強
調
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
止
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
。
「
理
気
」
説
と
「
性
し
論
を
中
核
と
し
た
彼
の
朱
子
学
批
判
の
内
容
か
ら

理
解
で
き
る
よ
う
に
、
素
行
は
、
人
問
性
を
鋭
く
洞
察
し
た
上
、
天
賦
の
「
性
し

の
〈
よ
し
あ
し
〉
を
議
論
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
れ
を
良
き
方
向
に
導
い
て

く
れ
る
後
天
的
な
教
習
を
重
視
す
べ
し
、
と
主
張
し
て
い
る
。
素
行
が
「
道
統
」

観
を
明
示
し
な
が
ら
、
人
間
を
教
化
す
る
学
間
の
対
象
を
「
聖
学
し
・
「
聖
教
」

に
、
吾
人
の
学
習
の
目
標
を
「
聖
人
」
に
定
め
た
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。
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注

一
－
一
源
了
圓
『
徳
川
思
想
小
史
』
一
中
公
新
書
、
昭
和
五
九
年
版
一
第
三
章

　
第
一
節
「
古
学
運
動
の
内
的
動
力
し
参
照
。
氏
は
同
書
に
「
古
学
思
想
は
、

　
徳
川
時
代
の
儒
学
者
た
ち
の
生
み
出
し
た
も
の
の
申
で
最
も
独
創
的
な
思

　
想
の
一
つ
で
あ
る
。
一
中
略
一
古
学
の
日
本
儒
教
史
に
お
け
る
位
置
は
、

　
鎌
倉
仏
教
の
日
本
仏
教
史
に
占
め
る
位
置
に
あ
た
る
と
い
っ
て
も
、
あ
え

　
て
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
」
一
五
三
頁
一
と
述
べ
て
い
る
。

一
2
一
松
本
純
郎
門
山
鹿
素
行
先
生
』
一
至
文
堂
、
昭
和
十
二
年
）
一
〇
七
～

　
一
〇
八
頁
及
び
申
山
広
司
一
「
山
鹿
素
行
の
研
究
』
一
神
道
史
学
会
、
昭
和

　
六
三
年
一
七
八
頁
参
照
。

一
3
一
素
行
は
赤
穂
へ
の
流
罪
を
宣
告
さ
れ
る
前
に
書
い
て
お
い
た
遺
書
に
拠

　
る
。
そ
の
内
容
が
『
配
所
残
筆
』
に
見
え
る
一
『
全
集
』
十
二
巻
、
五
八

　
九
頁
一
。

一
4
一
椚
諦
居
童
問
』
巻
一
「
俗
学
」
の
項
に
拠
る
一
『
全
集
』
十
二
巻
、
二

　
九
～
三
三
頁
一
。

一
5
一
吉
田
公
平
「
新
儒
教
に
お
け
る
正
統
と
異
端
」
一
片
野
達
郎
編
刊
正
統

　
と
異
端
－
天
皇
・
天
・
神
－
』
所
収
、
二
九
七
～
二
九
八
頁
、
角
川
書
店
、

　
平
成
三
年
一
。

一
6
一
守
本
順
一
郎
「
山
鹿
素
行
に
お
け
る
思
想
の
歴
史
的
性
格
」
一
日
本
思

　
想
大
系
一
…
門
山
鹿
素
行
』
所
収
、
五
〇
一
頁
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
一
。

一
7
一
方
東
美
は
門
新
儒
家
哲
学
十
八
講
』
一
黎
明
文
化
事
業
公
司
、
中
華
民

　
国
七
四
年
版
一
に
「
宋
儒
一
中
略
一
於
為
学
方
面
在
恢
復
学
術
正
統
、
企

　
求
衡
接
先
秦
之
儒
家
思
想
、
成
立
所
謂
門
道
統
之
伝
』
。
」
一
七
一
頁
一
と

　
指
摘
し
て
い
る
。

一
8
一
内
藤
晃
η
山
鹿
素
行
論
究
し
一
門
日
本
史
研
究
』
一
所
収
、
二
八
頁
参
照
、

　
昭
和
二
一
年
）

一
9
一
高
橋
進
『
朱
喜
一
と
王
陽
明
－
物
と
心
と
理
の
比
較
思
想
論
1
』
一
国
書

　
刊
行
会
、
昭
和
五
四
年
一
一
〇
八
頁
。

一
1
0
一
『
孟
子
』
「
縢
文
公
上
」
に
「
孟
子
道
性
善
、
言
必
称
棄
舜
。
し
と
あ
る
。

一
H
一
堀
米
庸
三
『
正
統
と
異
端
』
一
中
公
新
書
、
一
九
九
〇
年
版
一
三
三
頁
。

一
u
一
前
田
勉
η
山
鹿
素
行
の
心
性
論
」
一
『
日
本
恩
想
史
学
』
十
四
号
所
収
、

　
三
三
～
三
四
頁
参
照
、
日
本
思
想
史
学
会
、
昭
和
五
七
年
一
。

一
篶
一
田
原
嗣
郎
『
徳
川
思
想
史
研
究
』
一
未
来
社
、
一
九
六
七
年
一
二
ニ
ハ

　
頁
参
照
。

一
1
4
一
阿
部
隆
一
「
倫
理
の
成
立
－
山
鹿
素
行
の
性
・
道
・
教
の
解
－
」
二
大

　
倉
山
論
集
』
三
所
収
、
一
〇
六
頁
、
昭
和
二
九
年
一
。

一
1
5
一
董
仰
箭
は
「
天
人
三
策
」
に
「
性
は
教
化
に
非
ざ
れ
ぱ
成
ら
ず
。
」
三
漢

　
書
』
「
董
仲
箭
伝
」
一
と
あ
る
よ
う
に
、
彼
も
、
人
間
の
「
性
」
を
良
き
方

　
向
に
育
成
し
て
い
く
教
化
が
大
切
な
の
だ
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
説
に

　
限
っ
て
、
素
行
は
門
山
鹿
語
類
」
で
「
性
は
教
化
に
非
ざ
れ
ば
成
ら
ざ
る

　
の
一
語
太
だ
精
し
く
、
唐
宋
の
儒
の
言
ふ
べ
き
所
に
非
ず
。
」
二
全
集
』

　
九
巻
、
二
三
一
頁
一
と
董
伸
箭
を
評
価
し
て
い
る
。

　
　
　
一
リ
ュ
ウ
・
チ
ョ
ウ
キ
　
台
湾
・
淡
江
大
学
臼
本
語
文
学
系
専
任
講
師
一

※
本
稿
は
、
一
九
九
四
年
十
月
二
二
日
、
日
本
思
想
史
学
会
平
成
六
年
度
大
会

一
闘
催
地
：
東
北
大
学
一
で
行
っ
た
研
究
発
表
を
基
に
し
、
そ
れ
に
修
正
補
筆

を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
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